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Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態社会情勢
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Hyogo Prefecture

１-①︓総⼈⼝の推移（総数）※R7国勢調査･⼈⼝速報ベース

●本県の総⼈⼝は2000年（平成17年）の約559万⼈をピークに減少局⾯に⼊り、2025年（令和7年）は532万⼈
●⽣産年齢⼈⼝（15〜64歳）は2000年頃から減少し始め、2020年（令和2年）には1960年代レベルの308万⼈になった
●⽼年⼈⼝（65歳以上）は過去最⾼の155万⼈に達し、全体に占める割合は29％に上昇する⼀⽅、年少⼈⼝（0〜14歳）
は66万⼈で、同割合も12％に低下した

Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢

2

230
245

265
292

321

282

331
362

391

431

467
499

514
528 541 540

555 559 559 553 547 532

139 148 161
179

200
171

205
228

259

301
325 337 344

358
375 376 378 367

352
328

308

80 85 91 100 107 97 110 114 109 104 110 122 123 115
99 88

83 79 76 71 6612 12 13 13 14 14 16 19 22 27 32 40 47 55 64
76

94
111

128
148 155

0

100

200

300

400

500

600

1920年 1925年 1930年 1935年 1940年 1945年 1950年 1955年 1960年 1965年 1970年 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年

総⼈⼝の推移（兵庫県）

総⼈⼝ ⽣産年齢⼈⼝

年少⼈⼝ ⽼年⼈⼝

（万⼈）

<出典︓総務省「国勢調査」>
※R7国勢調査は現時点では総⼈⼝のみ公表（今後順次公表）



Hyogo Prefecture

１-②︓総⼈⼝の推移（⾃然増減・社会増減）
Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢
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●⾃然減は年々拡⼤しており、R7年は▲3.8万⼈と10年前から約3倍
●外国⼈の社会移動は、コロナ禍の影響によりR２〜3年は減少したが、⼊国制限の緩和等によりR4年より増加傾向
●⼈⼝の増減率は依然として減少傾向
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<出典︓県統計課「推計⼈⼝」>

※社会増減に「その他」は含まれない



Hyogo Prefecture

１-③︓直近5年間の市町別⼈⼝増減（⽇本⼈）
Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢
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●⾃然増減数は全ての市町で減少（最も⼤きく減少したのは神⼾市（約4.8万⼈減）、次いで姫路市（約1.4万⼈減））
●社会増減数で増加したのは6市町（最も⼤きく増加したのは明⽯市（約5.3千⼈増）、次いで尼崎市（約3.2千⼈増））
●⾃然増減と社会増減を合わせて増となるのは、明⽯市（2,021⼈増）のみ
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<出典︓県統計課「⼈⼝推計」>
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Hyogo Prefecture

１-④︓直近5年間の市町別⼈⼝増減（外国⼈）
Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢
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●⾃然増減数は全体で▲794⼈の減少（最も多く減少したのは神⼾市（452⼈減））
●社会増減数は全ての市町で増加（上位3市町︓神⼾市+23,239⼈、尼崎市+5,326⼈、姫路市+4,539⼈）
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直近5年間（R3-R7）の市町別⼈⼝増減（外国⼈）

⾃然増減数 社会増減数

<出典︓県統計課「⼈⼝推計」>
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直近5年間（R3-R7）の市町別⼈⼝増減（⽇本⼈・外国⼈）

⾃然増減数 社会増減数

１-⑤︓直近5年間の市町別増減（⽇本⼈・外国⼈ 合計）
Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢
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●⾃然増減と社会増減を合わせてプラスになったのは明⽯市（3,143⼈増）と播磨町（121⼈増）のみ
●外国⼈を加えて社会増減がプラスに転換したのは神⼾市、⻄宮市、伊丹市、加東市、姫路市

<出典︓県統計課「推計⼈⼝」>

阪神南 阪神北 東播磨 北播磨 中播磨 ⻄播磨 但⾺ 丹波 淡路
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Hyogo Prefecture

１-⑥︓地域の⼈⼝増減率（年間の推移）
Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢

<出典︓県統計課「推計⼈⼝」>7

地域別の⼈⼝増減率･⾃然増減率･社会増減率 ⾃然増減 社会増減 純増減

●全ての地域で⾃然減となっており、都市部と⽐べて多⾃然地域では少⼦⾼齢化の加速により減少率が⾼い
●社会増減率は、神⼾や阪神南、東播磨で毎年僅かながらプラスで推移しており、中播磨も２年連続でプラスに転じている
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Hyogo Prefecture

１-⑦︓地域の⼈⼝増減率MAP（R3からR7の増減率）
Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢

市町別⼈⼝減少率（R3⇒R7）

8<出典︓県統計課「推計⼈⼝」>

▲5％以上
▲5％未満～0％以下
0.1％以上～5％未満
5％以上～

●⼈⼝減少が顕著な地域は、⻄播磨地域、但⾺地域、丹波地域、淡路地域
●神⼾市中央区、灘区、兵庫区、明⽯市は⼈⼝が増加しているものの、都市部においても⼈⼝は減っている
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２-①︓兵庫県の転⼊出の状況（全体）

9

Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢

〈出典︓総務省「住⺠基本台帳⼈⼝移動報告」〉
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県内の転⼊出数の推移（年齢別）

0〜9歳 10〜19歳 20〜29歳 30〜39歳

40〜49歳 50〜59歳 60歳以上 全世代

（⼈）

0

●R7年の転出超過は▲2,102⼈と依然として転出超過であるものの、R6年（▲7,287⼈）から+5,185⼈と⼤幅に改善した
●対前年⽐の増加数は全国１位（⽇本⼈の増加数（+3,707⼈）も１位）で、転出超過数の全国順位は18位に上昇
（R6の転出超過数は全国45位（ワースト3位））

●とりわけ増加数が⼤きいのは、30〜39歳（+1,471⼈）、20〜29歳（+2,217⼈）

⼤幅に改善
+5,185⼈

※注︓▲（マイナス）は転出超過を⽰す
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県内の転⼊出数の推移（⽇本⼈・外国⼈）

⽇本⼈ 外国⼈20〜29歳

30〜39歳

+3,707

▲7,287

+2,217

+1,471



Hyogo Prefecture

２-②︓兵庫県の転⼊者、転出者の状況（全世代）

●転出超過改善（+5,185⼈）の内訳をみると、転⼊者+2,559⼈、転出者+2,626⼈ともにほぼ同数で改善している
●世代別の転⼊者では、20〜29歳（+1,411⼈）、30〜39歳（+818）の増加が⽬⽴つが、
転出者は、20〜29歳（▲806）、30〜39歳（▲653）、 0〜9歳（▲643）の改善が⼤きい

10※注︓▲（マイナス）は転出超過を⽰す
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兵庫県の転⼊者数、転出者数（全世代）

転⼊者 転出者 転⼊出数

+2,626⼈

+2,559⼈

世代別の転⼊者、転出者
差（R7-6）R7R6転⼊者

▲646,7996,8630〜9歳
▲231,1381,16110〜14歳
2454,9854,74015〜19歳

1,41140,05138,64020〜29歳
81819,35718,53930〜39歳

▲1248,4128,53640〜49歳
1956,6956,50050〜59歳
1017,4927,39160歳以上

差（R7-6）R7R6転出者
▲6435,5166,1590〜9歳
▲341,2001,23410〜14歳

334,4504,41715〜19歳
▲80645,75446,56020〜29歳
▲65317,96318,61630〜39歳
▲3198,1428,46140〜49歳
▲1836,2876,47050〜59歳
▲207,7197,73960歳以上

〈出典︓総務省「住⺠基本台帳⼈⼝移動報告」〉

転出超過改善
+5,185⼈※1

99,657



Hyogo Prefecture

２-③︓兵庫県の主な都道府県別の転⼊者、転出者の状況（全世代）

●都道府県別で転⼊出数は、東京都（+1,007⼈）、⼤阪府（+1,532）が⼤きく改善
●転⼊者は、⼤阪府から（+1,495⼈）が最も多く、東京都（+224⼈）や神奈川県（+337）など関東圏からも増加
●転出者は、東京都（▲773）をはじめ、神奈川県（▲248⼈）や埼⽟県（▲200⼈）など関東圏で減少している

▲ 4,445

▲ 2,610 ▲ 2,607

▲ 3,794 ▲ 3,867

▲ 2,335

▲ 3,755 ▲ 3,629
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2,000

R2 R3 R4 R5 R6 R7

主な都道府県別の転⼊出数（全世代）

⼤阪府 東京都 神奈川県 京都府 愛知県

千葉県 福岡県 埼⽟県 岡⼭県 広島県
11※注︓▲（マイナス）は転出超過を⽰す ※注︓R7の転出数の上位10都府県を記載

都道府県別の転⼊者、転出者の内訳
差（R7-6）R7R6転⼊者

1,49531,59130,096⼤阪府
2348,1257,891東京都
3374,1793,842神奈川県
▲ 475,1175,164京都府

1794,3054,126愛知県
542,4422,388千葉県

1192,9732,854福岡県
▲ 692,0522,121埼⽟県

543,3923,338岡⼭県
▲ 993,0313,130広島県

差（R7-6）R7R6転出者
▲ 3733,92633,963⼤阪府
▲ 77312,32513,098東京都
▲ 2485,1245,372神奈川県
▲ 745,0855,159京都府
▲ 1054,2824,387愛知県
▲ 353,1693,204千葉県
▲ 122,6332,645福岡県
▲ 2002,6012,801埼⽟県
▲ 2472,3072,554岡⼭県
▲ 262,1282,154広島県

〈出典︓総務省「住⺠基本台帳⼈⼝移動報告」〉

＋1,532⼈

＋1,007⼈
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２-④︓兵庫県の主な都道府県別の転⼊者、転出者の状況（20〜29歳）

12

●都道府県別の転⼊出数は、東京都（+569⼈）が⼤きく改善し、⼤阪府（+297⼈）や岡⼭県（+135⼈）が改善・増加
●転⼊者は、⼤阪府（+211⼈）や関東圏を中⼼に幅広く増加している
●転出者は、東京都（▲435）の改善が⼤きいものの、岡⼭県（▲111⼈）や⼤阪府（▲86）など幅広く改善・増加している

〈出典︓総務省「住⺠基本台帳⼈⼝移動報告」〉

▲ 4,782

▲ 3,717
▲ 3,909 ▲ 3,951 ▲ 3,824

▲ 3,527

▲ 3,491
▲ 3,563

▲ 3,819

▲ 4,524 ▲ 4,434

▲ 3,865
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▲ 2,000

▲ 1,000

0

1,000

R2 R3 R4 R5 R6 R7

都道府県別の転⼊出数（20歳〜29歳）

⼤阪府 東京都 神奈川県 京都府 愛知県

千葉県 福岡県 埼⽟県 岡⼭県 広島県

都道府県別の転⼊者、転出者の内訳
差（R7-6）R7R6転⼊者

21112,91212,701⼤阪府
1343,1383,004東京都
1181,4321,314神奈川県

202,3662,346京都府
1151,7581,643愛知県
127990863千葉県

691,2631,194福岡県
32812780埼⽟県
241,6211,597岡⼭県

▲ 171,3581,375広島県

差（R7-6）R7R6転出者
▲ 8616,43916,525⼤阪府
▲ 4357,0037,438東京都
▲ 82,6002,608神奈川県

612,3622,301京都府
202,1082,088愛知県
▲ 31,5391,542千葉県
▲ 641,0531,117福岡県
▲ 801,2631,343埼⽟県
▲ 1119961,107岡⼭県

28921893広島県

＋569⼈

＋297⼈

＋135⼈
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２-⑤︓兵庫県の主な都道府県別の転⼊者、転出者の状況（ファミリー層）

13

●都道府県別の転⼊出数は、⼤阪府（+1,162⼈）が⼤きく増加し、東京都（+468⼈）や神奈川県（+375⼈）が改善
●転⼊者は、⼤阪府（+1,010⼈）が⼤きく増加
●転出者は、東京都（▲282）や神奈川県（▲229）の改善が⼤きいものの幅広く改善している

〈出典︓総務省「住⺠基本台帳⼈⼝移動報告」〉

都道府県別の転⼊者、転出者の内訳
差（R7-6）R7R6転⼊者

1,01012,80911,799⼤阪府
1863,5713,385東京都
1461,8801,734神奈川県

▲ 1041,7401,844京都府
251,8101,785愛知県

▲ 979651,062千葉県
171,0521,035福岡県

▲ 98883981埼⽟県
▲ 81,0041,012岡⼭県
▲ 841,0541,138広島県

差（R7-6）R7R6転出者
▲ 15211,17711,329⼤阪府
▲ 2823,6763,958東京都
▲ 2291,6481,877神奈川県
▲ 1141,6291,743京都府
▲ 651,5891,654愛知県
▲ 241,1701,194千葉県

851,056971福岡県
▲ 1678871,054埼⽟県
▲ 55794849岡⼭県
▲ 36751787広島県

739
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1,381
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▲ 132 72
264
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232

▲ 1,000

▲ 500

0

500

1,000
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2,000
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都道府県別の転⼊出数（ファミリー層）

⼤阪府 東京都 神奈川県 京都府 愛知県

千葉県 福岡県 埼⽟県 岡⼭県 広島県

＋1,162⼈

＋468⼈

＋375⼈
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２-⑥︓20歳代の県外転出（東京・⼤阪転出者の就業先）

14

Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢

5年前居住地が兵庫県で、現在、東京、⼤阪に住む20歳代の就業先を分析

〈出典︓総務省｢R2国勢調査｣〉
※R7国勢調査は現時点では⼈⼝速報のみ

東
京

⼤
阪

産業分類

男性 ⼥性
産業分類

産業分類

産業分類

職業分類

職業分類

職業分類

職業分類

製造
17%

卸・⼩売
15%

情報通信
11%

医療・福祉
8%

建設
8%

サービス業
6%

公務
6%

学術研究関連
6%

運輸・郵便
5%

その他
18% 専⾨的・技

術的職業
30%

販売
22%

事務
17%

⽣産⼯程
11%

サービス職業
6%

その他
14% 医療・福祉

23%

卸・⼩売
18%

製造
9%

情報通信
6%

サービス業
6%

⽣活関連サービス・
娯楽
5%

教育・学習⽀援
5%

宿泊・飲⾷
サービス

5%

学術研究関連
5% その他

18% 専⾨的・技
術的職業

32%

事務
31%

販売
16%

サービス職業
11%

⽣産⼯程
5%

その他
5%

情報通信
27%

卸・⼩売
13%製造

11%
学術研究関連

9%

⾦融・保険
8%

サービス業
6%

公務
5%

運輸・郵便
4%

建設
4% その他

13%
専⾨的・技
術的職業

35%

事務
24%

販売
24%

サービス職業
5%

⽣産⼯程
4%

保安職業
3%

その他
5%

情報通信
19%

卸・⼩売
15%

医療・福祉
9%製造

9%
学術研究関連

8%

運輸・郵便
7%

サービス業
7%

⾦融・保険
7%

宿泊・飲⾷サービス
4%

その他
15% 事務

34%

専⾨的・技
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28%

販売
20%

サービス職業
11%

⽣産⼯程
3%

その他
4%

●国勢調査のミクロデータにより、東京･⼤阪に在住する兵庫県からの20代男⼥転出者の就業先を分析
●東京では、男⼥ともに｢情報通信｣が最も多く、また、男性では専⾨職、⼥性では事務職が多い
●⼤阪では、男性は｢製造｣や｢卸･⼩売り｣、⼥性は｢医療福祉｣が最も多く、男⼥ともに専⾨職が多い



Hyogo Prefecture

２-⑦︓過去5年間の市町別転⼊者の内訳（県内・県外※全世代）
Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢

●過去5年間で県外転⼊者の割合が50％以上だったのは17市町（県内転⼊者の割合が50％以上は24市町）
●阪神地域、丹波、淡路は県外転⼊者の割合が⾼く、播磨地域では県内転⼊者の割合が⾼い
●県外転⼊者の割合が60％を超えたのは、尼崎市、⻄宮市、川⻄市、新温泉町、南あわじ市

33,614

36,899 9,623 405 2,154

54,949

60,115

15,442 647 3,320

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

神
⼾
市

尼
崎
市

⻄
宮
市

芦
屋
市

伊
丹
市

宝
塚
市

川
⻄
市

三
⽥
市

猪
名
川
町

明
⽯
市

加
古
川
市

⾼
砂
市

播
磨
町

稲
美
町

⻄
脇
市

三
⽊
市

⼩
野
市

加
⻄
市

加
東
市

多
可
町

姫
路
市

市
川
町

福
崎
町

神
河
町

相
⽣
市

⾚
穂
市

宍
粟
市

た
つ
の
市

太
⼦
町

上
郡
町

佐
⽤
町

豊
岡
市

養
⽗
市

朝
来
市

⾹
美
町

新
温
泉
町

丹
波
篠
⼭
市

丹
波
市

洲
本
市

南
あ
わ
じ
市

淡
路
市

R3-7市町別転⼊者の内訳（県内・県外）

R3-7県内 R3-7県外 15〈出典︓総務省「住⺠基本台帳⼈⼝移動報告」〉
阪神南 阪神北 東播磨
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Hyogo Prefecture

２-⑧︓市町別転⼊者の内訳（R3からR7の推移、県内・県外※全世代）

16

Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢

●県外転⼊者の割合が50%以上は、R3では17市町、R7は上郡町が転換（県外42.9%⇒52.5%）して18市町
●10%以上変動があったのは、新温泉町（県外53.1%⇒76.3%）のみ
●県外転⼊者の割合が最も低いのは、R3とR7ともに播磨町（県外21.8%⇒23.9%）

〈出典︓総務省「住⺠基本台帳⼈⼝移動報告」〉
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R3市町別転⼊者の内訳（県内・県外）
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Hyogo Prefecture

３-①︓婚姻数の推移
Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢
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●婚姻数はコロナ禍に⼤きく減少（▲3,145⼈）し、R5には2万⼈を下回った
●未婚者のうち結婚願望がある者は、男性40.4%、⼥性38.0%と⼥性の⽅が低くなっており、年代別では、

Z世代（15~29歳）では54.8%が「結婚願望がある」と回答し、50代以上では16.8%と低下

26,422 25,808
25,480

24,532

25,109

21,964
20,938

20,844

19,629
19,676

▲ 1.93%
▲ 2.32%

▲ 1.27%

▲ 3.72%

2.35%

▲ 12.53%

▲ 4.67%

▲ 0.45%

▲ 5.83%

0.24%

▲ 14.0%

▲ 12.0%

▲ 10.0%

▲ 8.0%

▲ 6.0%

▲ 4.0%

▲ 2.0%

0.0%

2.0%

4.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

婚姻数の推移（兵庫県）

婚姻数 増減率

（⼈） （増減率）

<出典︓厚⽣労働省「⼈⼝動態統計」>

14.1

15.5

26.3

22.5

13.4

13.2

21.4

27.4

0.3

0.6

24.5

21.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

⼥性

結婚願望について

26.4

17.8

11.9

4.8

28.4

28.1

24.7

12.0

8.7

9.8

15.6

17.3

14.0

21.4

25.5

39.0

0.7

0.5

0.4

0.0

21.7

22.4

21.9

26.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Z世代(15〜29歳)

30代

40代

50代以上

結婚したい どちらかといえば結婚したい

どちらかといえば結婚したくない 結婚したくない

結婚が決まっている わからない

<出典︓兵庫県「R5県⺠意識調査」>



Hyogo Prefecture

３-②︓出⽣数及び合計特殊出⽣率の推移

18

Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢

<出典︓厚⽣労働省「⼈⼝動態統計」>

44,015 43,378
41,605

39,713
38,043

36,953
35,581

33,565
32,615 30,535

1.48 1.49 1.47
1.44 1.41 1.39 1.36

1.31

1.29 1.23

1.45 1.44 1.43 1.42
1.36 1.33 1.30 1.26
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0.20

0.40
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1.80

2.00

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

出⽣数及び合計特殊出⽣率の推移

出⽣数 合計特殊出⽣率 全国合計特殊出⽣率

●出⽣数は減少を続け、10年間で約３割減少した
●合計特殊出⽣率は、全国合計を上回っているものの、H28以降減少している

（⼈） （率）
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３-③︓教育負担による出産・⼦育てへの影響

19

Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢

<出典︓兵庫県「R5年度県⺠意識調査」>

理想よりも実際の⼦どもの数が少ない（少なくなりそうな）理由理想と実際の⼦どもの数の差（年代別）

●⼦どもの数は、50代以上を除いて「理想よりも少ない（少なくなりそう）」が多くなっている
●理想よりも実際の⼦どもの数が「少ない（少なくなりそうな）」な理由は、｢⼦育てや教育にお⾦がかかりすぎる｣が最も多く、
特にZ世代（10〜20代）では7割近くが感じている

理想と実際の⼦どもの数の差（⼦どもの⼈数別）



Hyogo Prefecture

４-①︓県内外国⼈の動き（出⽣･死亡、都道府県間転出⼊、出⼊国、労働）

20

Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢

●県内外国⼈の動きは、コロナ禍による⼊国制限が緩和されたR4以降、以前の⽔準以上の状況
●外国⼈の雇⽤者数は増加傾向にあり、特に近年では国による積極的な受⼊⽀援等により、伸び率が⼤きい

▲ 185 ▲ 140 ▲ 256
▲ 220 ▲ 98

1,289
1,110

97
▲ 159 ▲ 215

5,660

▲ 277

7,449 7,528
11,169

6,764

693

7,290 7,149

10,856

▲ 5,000

0

5,000

10,000

15,000

R1 R2 R3 R4 R5 R6

県内外国⼈の動き（出⽣･死亡、都道府県間転出⼊、出⼊国）

出⽣及び死亡 都道府県間転出⼊ 出⼊国 全体

コロナ禍で
調査未実施

〈出典︓総務省「⼈⼝推計」〉

7,881 9,087 10,076 12,809 11,528 12,992 14,869

4,130 6,532
9,326

41,083 44,441 45,558
51,092

57,375
66,165

77,016

0

20,000

40,000

60,000

80,000

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

県内外国⼈の動き（労働）

専⾨的･技術的分野（特定技能除く） 特定技能 全在留資格
〈出典︓厚労省「外国⼈雇⽤状況の届出状況」〉

※「特定技能」の統計データはR5から（R4までは専⾨的･技術的分野に内包）

※滞在期間3か⽉以内の者を除く
（⼈）

（⼈）

※各年9⽉末時点

※各年10⽉末時点
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４-②︓県内外国⼈の動き（国籍･地域、在留資格）

21

Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢

●国籍･地域別では、韓国が1位で変わらないものの、全体の割合は10%近く低下しており、ベトナム、ネパール、インドネシア、
ミャンマーが⼤きく増加している
【参考】ネパールとミャンマーは全国的に留学⽣が増加している（ネパール［2019年:24,331⇒2024年:64,816］、

ミャンマー［2022年:3,813⇒2024年︓16,596］〈出典:⽇本学⽣⽀援機構〉）
●在留資格別では、コロナ禍による⼈⼿不⾜を背景に、2019年に創設された特定技能制度の活⽤が本格化した影響などから、
専⾨的･技術的分野（特定技能含む）が増加した

〈出典︓兵庫県「県内在留外国⼈数」〉

在留資格別⼈数
（⼈数、割合％）

国籍・地域別⼈数
（⼈数、割合%）

順
位

特別永住者（36,983、32.0）韓国（38,516、33.3）1
永住者（25,881、22.4）中国（24,498、21.2）2
留学（11,359、9.8）ベトナム（21,870、18.9）3
技術･⼈⽂知識･国際業務
（7,107、6.1））フィリピン（5,168、4.5）4

技能実習2号ロ（7,064、6.1）朝鮮（2,690、2.3）5
家族滞在（5,596、4.8）ブラジル（2,684、2.3）6
技能実習1号ロ（5,449、4.7）⽶国（2,388、2.1）7
定住者（4,725、4.1）台湾（2,325、2.0）8
⽇本⼈の配偶者等
（4,142、3.6）ネパール（1,804、1.6）9

特定活動（1,161、1.0）インドネシア（1.790、1.5）10

在留資格別⼈数
（⼈数、割合%）

国籍・地域別⼈数
（⼈数、割合%）

順
位

特別永住者（32,443、22.7）韓国（34,477、24.2）1
永住者（28,981、20.3）ベトナム（31,788、22.3）2
留学（16,656、11.7）中国（24,081、16.9）3
技術･⼈⽂知識･国際業務
（11,461、8.0）ネパール（8,959、6.3）4

特定技能1号（10,072、7.1）フィリピン（6,787、4.8）5
家族滞在（9,777、6.9）インドネシア（5,440、3.8）6
技能実習2号ロ（9,636、6.8）ミャンマー（5,338、3.7）7
定住者（4,782、3.4）⽶国（2,682、1.9）8
⽇本⼈の配偶者等
（4,362、3.1）ブラジル（2,393、1.7）9

技能実習1号ロ（4,332、3.0）台湾（2,257、1.6）10

R1 兵庫県内在留外国⼈数（上位10か国･資格） R6 兵庫県内在留外国⼈数（上位10か国･資格）

※14位 ミャンマー（721、0.8）
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４-③︓外国⼈留学⽣の就職状況（全国）

22

Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢

●R5に⽇本の⾼等教育機関を卒業･修了した外国⼈留学⽣（国内進学者を除く）の国内就職率は51.6%と半数以上
●⽇本で就職を希望する理由の２番⽬に「⽇本語⼒を活かせるから」（54.4%）の⼀⽅で、⽇本での就職の際に不安に感じる
ことの１番⽬が「⾃分の⽇本語が通じるか」（45.6%）となっている

48,369

51,581
53,840

50,253

43,968

23,014
20,582

25,054 26,795
22,688

47.6%

39.9%

46.5%

53.3% 51.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

R1 R2 R3 R4 R5

⽇本の⾼等教育機関を卒業･終了した
外国⼈留学⽣の国内就職者数等の推移

国内進学を除く卒業（修了）留学⽣数 ⽇本国内就職数 国内就職率

〈出典︓⽇本学⽣⽀援機構「外国⼈留学⽣進路状況調査結果」〉

R5R4R3R2R1（参考）
6,5952,6501,8342,3723,758⽇本語教育機関 国内就職率

27.2%
29.1%
30.3%

33.0%
35.2%
36.8%
36.8%

45.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

⽇本の景気動向
労働時間が⻑くないか

希望する仕事ができるのか
今後のキャリアがどうなるのか

勤務地がどこになるか
職場の⼈間関係をつくれるか

給与･待遇が悪くないか
⾃分の⽇本語が通じるか

⽇本での就職する際に不安を感じること（n＝283）

14.9%
21.5%
23.0%

25.7%
29.9%

38.7%
54.4%

71.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

他の国より⽇本のほうがスキルアップできるから
⺟国には希望する就職先がないから

将来のために⽇本での勤務経験が必要だから
教育･研修制度が整っているから

給与･待遇が良いから
治安がよくて安全だから
⽇本語⼒を活かせるから

⽣活環境に慣れているから

⽇本での就職を希望する理由（n＝283）

〈出典:(株)キャリタス「2026年卒外国⼈留学⽣の就職活動に関する調査」〉

※全13項⽬のうち上位8位

※全13項⽬のうち上位8位

（⼈）



Hyogo Prefecture

４-④︓県内外国⼈留学⽣の状況
Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢

●県内外国⼈留学⽣数は、コロナ禍による⼊国制限が緩和された翌年のR5以降は増加傾向
●R6の県内外国⼈留学⽣の国籍別では、R1と⽐べてネパールが約８倍（R1:437⇒R6:3,351）、
ミャンマーが約４倍（R1:130⇒490）と⼤きく増加している

〈出典︓⽇本学⽣⽀援機構「外国⼈留学⽣在籍状況調査結果」〉 23
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R1 県内外国⼈留学⽣ 国籍別
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５-①︓⼥性の年代別有業率

24

Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢

●県の⼥性有業率は35歳を過ぎると全国平均よりも下回り、40〜44歳では73.7％と、全国よりも6.4ポイント低くなっている

年代別⼥性の有業率

71.5

85.1
81.0

78.7 80.1 81.2
78.8

74.6

68.1

82.5 80.8

73.9 73.7

79.4
76.7

73.3

63.5

87.4

90.9
93.3

91.8 92.6 93.1

90.0

 50.0

 60.0

 70.0

 80.0

 90.0

 100.0

20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳

女性（全国） 女性（兵庫県） 男性（兵庫県）

〈出典︓総務省「令和４年就業構造基本調査」〉
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５-②︓空き家数・率の推移、地域別空き家の推移

25

Ⅰ 兵庫県の⼈⼝動態･社会情勢

●県内の空き家数は約38万⼾で、全体の約13％超が空き家
●空き家率は、都市部より地⽅部が⾼い傾向にあり、淡路は全体の４分の１近くが空き家

〈出典︓総務省「住宅･⼟地統計調査」〉

※その他住宅は「⼆次的住宅（別荘等）」「賃貸⽤⼜は売却⽤住宅」以外の空き家で、
居住世帯が⻑期にわたって不在の住宅や建て替えなどのために取り壊すことになっている
住宅のほか、空き家の区分の判断が困難な住宅等を含む。
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５-③︓兵庫県新設住宅着⼯の推移

26

●新設住宅着⼯数は僅かながら減少傾向にあり、今後⼤きく新たな住宅が供給されることは考えにくい
※規模によるがマンションは着⼯してから竣⼯まで2年程度かかる

持家系, 18,325 持家系, 18,997
持家系, 17,624 持家系, 17,819

持家系, 15,804

貸家系, 11,519
貸家系, 12,914

貸家系, 11,038 貸家系, 10,845

貸家系, 10,909

29,844

31,911

28,662 28,664

26,713
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5,000
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兵庫県新設住宅着⼯推移（⼾）

出典：兵庫県新設住宅着工統計



Hyogo Prefecture

５-④︓若者の持家率の推移

27

●全国的な傾向として29歳以下（2⼈以上世帯）の持家率は上昇しており、20年で約2倍になっている

出典：総務省「家計調査 家計収支編」
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